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足
も
と
の
景
気
は
地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ

る
も
の
の
持
ち
直
し
が
続
い
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
の
背
景
と
し
て
、
ア
ジ
ア
向
け
を
中
心
と

し
た
輸
出
の
増
加
や
内
外
の
景
気
刺
激
策
の

効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
完
全
失
業
率
が
依
然
高
止
ま
り
す

る
な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
。

さ
ら
に
こ
こ
に
き
て
、
円
高
、
デ
フ
レ
に
よ

る
二
番
底
を
懸
念
す
る
声
も
広
が
り
は
じ
め

た
。
そ
ん
な
状
況
下
、
各
地
域
で
は
何
が
起

き
て
い
る
の
か
。

　

本
誌
で
は
各
地
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
地
域

の
経
済
・
雇
用
の
動
向
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
依
頼
し
、
四
半
期
ご
と
に
そ
の
結
果

を
ま
と
め
る
「
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ

タ
ー
調
査
」
を
実
施
し
て
い
る
。
今
回
は
○

九
年
第
３
四
半
期
（
七―

九
月
）
の
実
績
と

そ
の
後
の
見
通
し
を
聞
い
た
。
さ
ら
に
農
業

で
の
雇
用
創
出
に
つ
い
て
、
必
要
な
政
策
や

各
地
の
実
績
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
た
（
Ｐ

36
参
照
）。

　

な
お
、
本
稿
は
各
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
報
告

を
参
考
に
本
誌
の
責
任
で
ま
と
め
た
も
の
で

あ
り
、
必
ず
し
も
各
モ
ニ
タ
ー
の
見
解
と
一

致
す
る
も
の
で
は
な
い
。

※
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー

・
北
海
道
地
域
：
（
株
）
北
海
道
二
十
一
世

紀
総
合
研
究
所（
高
橋
功
氏　

富
田
学
氏
）

・
青
森
地
域
：
青
森
公
立
大
学
地
域
研
究
セ

ン
タ
ー
（
山
本
恭
逸
氏
）

・
茨
城
地
域
：
（
財
）
常
陽
地
域
研
究
セ
ン

タ
ー
（
粕
田
裕
士
氏
）

・
東
海
地
域
：
（
財
）
中
部
産
業
・
労
働
政

策
研
究
会
（
河
原
真
一
氏
）

・
近
畿
地
域
：
（
財
）
関
西
社
会
経
済
研
究

所
（
戸
泉
巧
氏
）

・
中
国
地
域
：
（
社
）
中
国
地
方
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
（
江
種
浩
文
氏
）

・
四
国
地
域
：
四
国
経
済
連
合
会
（
石
田
明

生
氏
）

・
九
州
地
域
：（
財
）九
州
経
済
調
査
協
会（
豆

本
一
茂
氏
）

※
本
調
査
は
二
○
○
九
年
一
一
月
中
旬
に
実
施
し
た
。

北
海
道

来
期
は
や
や
悪
化
も

　

北
海
道
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
第
３
四
半
期

（
七―

九
月
期
）
の
景
況
に
つ
い
て
、
全
体

的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
も
の
の
一
部
に
明

る
い
動
き
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
横
ば

い
」
と
判
断
し
た
。
個
人
消
費
で
は
消
費
者

の
節
約
志
向
が
依
然
続
い
て
お
り
、
全
体
的

に
は
弱
い
動
き
が
続
い
て
い
る
が
、
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
制
度
や
エ
コ
カ
ー
減
税
な
ど
の
効
果

に
よ
り
、
薄
型
テ
レ
ビ
や
エ
コ
カ
ー
な
ど
一

部
の
製
品
が
順
調
な
売
れ
行
き
を
み
せ
て
い

る
。
百
貨
店
で
は
衣
料
品
や
高
額
品
の
売
れ

行
き
不
振
が
継
続
し
て
い
る
も
の
の
、
閉
店

セ
ー
ル
な
ど
の
影
響
で
売
上
げ
を
好
調
に
伸

ば
し
た
店
舗
も
一
部
に
見
ら
れ
る
。
九
月
末

に
閉
店
し
た
西
武
百
貨
店
札
幌
店（
札
幌
市
）

で
は
、
九
月
の
売
上
高
が
前
年
同
月
比
一
○

八
％
増
と
な
っ
た
。
七
月
に
丸
井
旭
川
店
が

閉
店
し
た
影
響
で
利
用
客
が
流
入
し
た
西
武

旭
川
店
（
旭
川
市
）
も
同
二
九
・
八
％
増
と

な
っ
た
。

　

北
海
道
の
主
力
産
業
で
あ
る
観
光
も
低
調

に
推
移
し
た
。
景
気
低
迷
に
よ
る
旅
行
控
え

や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
、
円
高
を

背
景
と
し
た
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
来
道
者
数
は
各
月
と
も
前
年
を

下
回
っ
た
。
九
月
は
、大
型
連
休「
シ
ル
バ
ー

ウ
ィ
ー
ク
」
の
影
響
に
よ
り
、
札
幌
・
大
通

り
公
園
で
開
催
さ
れ
た
食
の
祭
典
「
オ
ー
タ

ム
フ
ェ
ス
ト
」
で
目
標
を
大
幅
に
上
ま
わ
る

一
三
○
万
人
も
の
来
場
者
数
を
記
録
す
る
な

ど
比
較
的
好
調
だ
っ
た
が
、
来
道
者
数
を
前

年
並
み
に
押
し
上
げ
る
に
止
ま
っ
た
。

　

生
産
で
は
、
エ
コ
カ
ー
減
税
の
効
果
で
自

動
関
連
の
需
要
が
回
復
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
鉄
鋼
」「
輸
送
機
械
」「
電
機
機
械
」
な
ど
一

部
で
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
の

経
済
対
策
に
よ
る
公
共
工
事
の
増
加
に
よ
り

「
窯
業
・
土
石
」
も
持
ち
直
し
の
動
き
を
見

せ
た
。
し
か
し
、
九
月
の
鉱
工
業
生
産
指
数

は
前
年
同
月
比
マ
イ
ナ
ス
七
・
七
％
と
一
五

カ
月
連
続
の
低
下
と
な
り
、
依
然
低
い
水
準

だ
。

　

道
内
の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
、
北
海
道
地

域
モ
ニ
タ
ー
は
「
製
造
業
の
生
産
調
整
の
動

き
が
落
ち
着
い
た
こ
と
、
補
正
予
算
に
よ
る

公
共
事
業
の
増
加
な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
求

人
件
数
の
減
少
傾
向
に
は
歯
止
め
が
か
か
っ

て
き
て
い
る
」
と
い
う
。
月
間
有
効
求
人
件

数
を
見
る
と
、
七
月
以
降
対
前
年
の
マ
イ
ナ

ス
幅
が
縮
小
を
続
け
て
お
り
、
一
一
月
に
は

前
年
同
月
比
二
・
一
％
減
ま
で
回
復
し
た
。

し
か
し
、「
水
準
自
体
は
あ
い
か
わ
ら
ず
前
年

を
下
回
っ
て
お
り
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
」
と
同
モ
ニ
タ
ー
は
見
て
い
る
。
九
月

の
有
効
求
人
倍
率
は（
季
節
調
整
値
）は
○
・

　
　

地
方
経
済
・
雇
用
の
現
状
と
課
題

―

地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
09
年
第
３
四
半
期
調
査
か
ら
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三
六
倍
と
二
七
カ
月
連
続
で
前
年
を
下
回
っ

た
。

　

派
遣
社
員
の
契
約
に
つ
い
て
も
、「
医
療
・

福
祉
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
一
部
の
業

種
で
は
好
調
に
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、
全

体
的
に
は
企
業
の
コ
ス
ト
削
減
圧
力
が
強

ま
っ
て
お
り
、
と
く
に
事
務
系
や
販
売
系
で

契
約
期
間
満
了
後
の
契
約
更
新
を
行
わ
な
い

企
業
が
増
え
て
い
る
」
と
い
う
。

　

企
業
の
採
用
意
欲
も
減
退
が
続
く
。
連
合

北
海
道
が
傘
下
の
労
働
組
合
を
対
象
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
二
三

労
組
中
、
二
五
％
が
「
新
卒
者
の
採
用
計
画

見
直
し
」
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。
北
海

道
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
「
例
年
、
秋
採
用
や
通

年
採
用
を
行
っ
て
い
る
企
業
が
、
今
年
は
募

集
を
行
わ
な
い
な
ど
の
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い

る
」
と
い
う
。
観
光
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
道
内

大
手
の
カ
ラ
カ
ミ
観
光
で
は
、
業
績
が
悪
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
一
○
人
の
希
望
退

職
者
を
募
っ
て
い
る
が
、
当
面
の
間
、
新
卒

採
用
も
凍
結
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
道
内
の
景
気
、
雇
用
は
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
来
期
に
つ
い
て
も

冬
の
ボ
ー
ナ
ス
の
大
幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
や
景
気
の
二
番
底
に
対
す
る
警
戒
感

か
ら
消
費
者
の
買
い
控
え
傾
向
は
一
層
強
ま

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
民
主
党
政

権
は
公
共
事
業
の
見
直
し
を
掲
げ
て
お
り
、

地
域
経
済
や
雇
用
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
住
宅
需
要
の
低
迷
や
政
府

に
よ
る
デ
フ
レ
対
策
の
方
針
が
不
透
明
な
こ

と
も
不
安
材
料
だ
。

青
森

依
然
底
ば
い
で
推
移

　

青
森
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
同
地
域
の
景
気
を

「
依
然
と
し
て
水
面
下
で
の
横
ば
い
状
態
」

と
表
現
し
た
。
七―

九
月
期
に
な
り
、
一
部

に
持
ち
直
し
の
動
き
は
み
ら
れ
る
も
の
の
き

び
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
生
産
面
で
は

一
般
機
械
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
で
在
庫

調
整
の
進
展
や
海
外
向
け
需
要
の
回
復
か
ら

減
産
を
緩
和
し
て
い
る
も
の
の
全
体
的
に
は

低
水
準
だ
。

　

個
人
消
費
で
は
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
や
エ
コ

カ
ー
減
税
の
影
響
で
液
晶
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

普
通
乗
用
車
、
小
型
乗
用
車
な
ど
の
売
上
げ

が
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
が
経
済
に
与
え
る

効
果
は
限
定
的
だ
。
百
貨
店
で
は
秋
物
衣
料

が
振
る
わ
ず
、
九
月
の
販
売
額
は
前
年
同
月

比
三
・
八
％
の
減
少
と
な
っ
た
。
青
森
地
域

モ
ニ
タ
ー
に
よ
れ
ば
、「
こ
れ
ま
で
製
造
業
の

不
振
の
影
響
が
小
さ
か
っ
た
食
品
加
工
や
一

次
産
業
で
も
高
級
品
市
場
が
大
幅
に
低
迷
し
、

景
気
の
悪
化
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
」
と
い

う
。

　

政
府
の
行
政
刷
新
会
議
に
よ
る
事
業
仕
分

け
で
は
、
在
日
米
軍
基
地
で
働
く
労
働
者
の

給
与
に
つ
い
て
、「
地
域
ご
と
の
賃
金
水
準
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
判
断
さ
れ
た
。

青
森
県
の
三
沢
基
地
で
働
く
日
本
人
労
働
者

の
数
は
約
一
三
○
○
人
。
も
し
、
給
与
の
引

き
下
げ
が
行
わ
れ
れ
ば
、
県
内
の
景
気
に
悪

影
響
を
与
え
る
要
因
と
な
り
そ
う
だ
。

　

雇
用
情
勢
も
改
善
の
き
ざ
し
が
み
え
な
い
。

県
内
の
九
月
の
有
効
求
人
倍
率
（
季
節
調
整

値
）
は
○
・
二
九
倍
。
全
国
最
下
位
は
脱
し

た
も
の
の
一
○
月
に
は
○
・
二
八
倍
と
再
び

最
下
位
に
転
落
し
、
底
ば
い
を
続
け
て
い
る
。

来
春
の
県
内
の
高
校
卒
業
予
定
者
の
就
職
内

定
率
は
九
月
末
時
点
で
三
○
・
三
％
と
な
り
、

昨
年
同
月
の
四
○
・
○
％
を
大
幅
に
下
回
っ

た
。

　

新
卒
市
場
の
き
び
し
い
冷
え
込
み
を
受
け
、

大
学
や
短
大
な
ど
へ
の
進
学
を
志
望
す
る
生

徒
が
増
え
て
い
る
。
県
教
育
庁
の
発
表
に
よ

れ
ば
、
来
春
卒
業
予
定
の
生
徒
の
う
ち
、
進

学
を
志
望
す
る
割
合
は
一
二
月
一
日
時
点
で

四
七
・
八
％
と
過
去
最
高
を
記
録
。
前
年
同

期
を
一
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
ま
わ
っ
た
。
一
方
、

就
職
志
望
率
は
同
三
・
三
ポ
イ
ン
ト
減
の
三

二
・
四
％
と
な
り
、
過
去
最
低
と
な
っ
た
。

　

青
森
県
で
は
風
力
発
電
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
企
業
の
誘
致
を
進
め
て
い
る
。
日
本
風

力
開
発
は
一
一
月
、
六
ヶ
所
村
に
子
会
社
を

設
立
し
た
。
村
内
に
出
力
二
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
風
車
を
一
○
基
建
設
し
、
合
計
二
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
発
電
を
め
ざ
す
。ま
た
、Ｊ
パ
ワ
ー

（
電
源
開
発
）
は
大
間
町
に
出
力
一
九
五
○

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
風
車
一
○
基
を
建
設
し
、
二

○
一
三
年
三
月
か
ら
運
転
を
開
始
す
る
計
画

だ
。
こ
う
し
た
動
き
が
景
気
の
活
性
化
や
雇

用
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

茨
城

「
悪
化
」
の
超
幅
が
縮
小

　

茨
城
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
七―

九
月
期
の
県

内
の
景
気
に
つ
い
て
「
や
や
好
転
」
し
て
い

る
と
判
断
し
た
。
同
モ
ニ
タ
ー
が
所
属
す
る

常
陽
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
が
四
半
期
ご
と
に

行
う「
茨
城
県
内
主
要
企
業
経
営
動
向
調
査
」

の
結
果
に
よ
れ
ば
、
七―

九
月
期
の
自
社
業

況
総
合
判
断
Ｄ
Ｉ
（
前
年
同
期
と
比
較
し
て
、

「
よ
く
な
っ
た
」
と
答
え
た
企
業
の
割
合
か

ら
「
悪
く
な
っ
た
」
と
答
え
た
企
業
の
割
合

を
引
い
た
値
）は
全
産
業
で
マ
イ
ナ
ス
六
六
・

○
％
と
前
期
（
四―
六
月
期
）
の
マ
イ
ナ
ス

七
二
・
○
％
か
ら
「
悪
化
」
超
幅
が
縮
小
し

た
。「
悪
化
」
超
幅
の
縮
小
は
二
期
連
続
。

日
銀
が
発
表
し
た
九
月
の
「
企
業
短
期
経
済

観
測
調
査
（
茨
城
県
）」
で
も
業
況
判
断
Ｄ

Ｉ
（「
良
い
」―

「
悪
い
」）
は
マ
イ
ナ
ス
三

六
％
と
な
り
、
前
期
（
マ
イ
ナ
ス
四
三
％
）

か
ら
小
幅
な
が
ら
改
善
し
て
い
る
。
同
モ
ニ

タ
ー
は
「
輸
出
の
回
復
や
政
策
の
効
果
に
よ

り
、
生
産
活
動
が
一―

三
月
に
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
水
準
か
ら
回
復
基
調
に
あ
る
」
と
見

て
い
る
。

　

前
述
の
「
主
要
企
業
経
営
動
向
調
査
」
で

一
二
月
ま
で
の
予
測
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
自

社
業
況
判
断
総
合
Ｄ
Ｉ
は
マ
イ
ナ
ス
四
○
・

三
％
と
な
り
、
さ
ら
に
「
悪
化
」
超
幅
が
縮

小
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
同
モ
ニ
タ
ー

は
一
○―

一
二
月
期
に
つ
い
て
も
「
持
ち
直

し
の
動
き
が
基
本
的
に
は
継
続
す
る
」
と
判

断
し
た
。

　

雇
用
の
現
状
に
つ
い
て
同
モ
ニ
タ
ー
は

「
す
で
に
雇
わ
れ
て
い
る
人
の
環
境
は
相
対

的
に
守
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
か
ら
職

に
就
こ
う
と
し
て
い
る
人
の
状
況
は
悪
化
が

止
ま
っ
て
い
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
雇
用
調

整
助
成
金
の
申
請
者
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、

七―

九
月
期
の
有
効
求
人
倍
率
（
季
節
調
整

値
）
は
○
・
三
八
倍
と
な
り
、
前
期
よ
り
○
・

○
四
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

今
後
の
情
勢
に
つ
い
て
同
モ
ニ
タ
ー
は

「
二
○
○
九
年
央
以
降
の
生
産
の
改
善
が
ラ

グ
を
と
も
な
っ
て
、
労
働
需
給
の
底
入
れ
に

つ
な
が
る
」
と
予
測
し
て
い
る
。

東
海

円
高
が
不
安
要
素
に

　

東
海
地
域
の
景
気
は
生
産
調
整
が
一
段
落

し
た
こ
と
や
国
内
外
の
景
気
刺
激
策
の
効
果

に
よ
り
低
水
準
な
が
ら
、
持
ち
直
し
の
動
き

が
続
い
て
い
る
。
九
月
の
東
海
三
県
の
鉱
工

業
生
産
指
数
（
季
節
調
整
値
）
は
前
月
比
七

三
％
上
昇
の
八
六
・
六
と
な
り
、
六
カ
月
連
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続
で
前
月
を
上
回
っ
た
。
生
産
回
復
に
寄
与

し
て
い
る
の
は
基
幹
産
業
の
自
動
車
だ
。
エ

コ
カ
ー
減
税
や
補
助
金
の
効
果
が
大
き
い
。

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
も
中
国
向
け
の
受
注

増
や
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
効
果
に
よ
り
回

復
し
つ
つ
あ
る
。
工
作
機
械
な
ど
の
一
般
機

械
工
業
も
海
外
か
ら
の
需
要
回
復
に
よ
り
依

然
低
空
飛
行
な
が
ら
も
上
向
き
始
め
た
。

　

だ
が
、
個
人
消
費
は
依
然
冷
え
込
ん
だ
ま

ま
だ
。
薄
型
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど
の
一
部

家
電
や
普
通
自
動
車
の
販
売
額
は
政
府
に
よ

る
景
気
刺
激
策
の
効
果
で
上
向
き
つ
つ
あ
る

も
の
の
、
百
貨
店
の
販
売
額
は
衣
料
品
や
高

級
品
な
ど
の
不
振
で
大
幅
な
減
少
が
続
い
て

い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
天
候
不

順
の
影
響
な
ど
に
よ
り
客
足
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
。

　

個
人
消
費
不
振
の
背
景
に
は
先
行
き
不
透

明
な
雇
用
情
勢
が
あ
る
。
九
月
の
有
効
求
人

倍
率
（
季
節
調
整
値
）
は
前
月
比
○
・
○
二

ポ
イ
ン
ト
の
○
・
四
六
倍
と
わ
ず
か
に
改
善
。

所
定
外
労
働
時
間
も
緩
や
か
に
増
加
し
て
い

る
。
だ
が
、
下
げ
止
ま
り
の
兆
し
が
み
え
て

き
た
も
の
の
愛
知
県
の
七―

九
月
期
の
完
全

失
業
率
（
季
節
調
整
値
）
が
五
・
○
％
と
な

り
、
一
九
八
三
年
の
統
計
開
始
以
来
過
去
最

悪
を
記
録
し
た
前
期
（
五
・
一
％
）
か
ら
ほ

ぼ
横
ば
い
状
態
に
あ
る
な
ど
、
依
然
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
だ
。
雇
用
調
整
助
成
金
の
申

請
件
数
も
中
小
企
業
を
中
心
に
増
え
続
け
て

い
る
。
愛
知
県
で
は
九
月
の
利
用
事
業
所
数

が
一
万
に
達
し
た
。
企
業
の
倒
産
件
数
も
増

加
し
て
い
る
。
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
名
古
屋

支
店
が
発
表
し
た
一
一
月
の
東
海
三
県
の
倒

産
件
数
は
前
年
同
月
比
二
九
・
三
％
増
の
九

七
件
と
な
り
、
一
五
カ
月
連
続
で
前
年
同
月

を
上
回
っ
た
。

　

東
海
地
域
も
国
内
外
の
景
気
支
援
策
に
よ

り
小
康
状
態
を
保
っ
て
い
る
が
、こ
れ
は「
需

要
の
先
食
い
」
の
要
素
が
強
く
、
反
動
が
懸

念
さ
れ
る
。
さ
ら
に
不
安
要
因
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
の
が
最
近
の
急
激
な
円
高
、
ド
ル
安

の
進
行
だ
。
東
海
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
「
円
高
、
ド
ル
安
は
最
悪

期
か
ら
よ
う
や
く
脱
し
つ
つ
あ
る
製
造
業
な

ど
の
業
績
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
恐
れ
が

あ
る
。
一
二
月
八
日
に
政
府
が
示
し
た
追
加

経
済
対
策
で
エ
コ
カ
ー
減
税
や
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
制
度
の
期
限
延
長
が
盛
り
込
ま
れ
た
の
は

救
い
だ
が
、
今
後
の
企
業
業
績
の
回
復
は
輸

出
の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
だ
け
に
先

行
き
の
不
透
明
感
が
一
段
と
増
し
て
き
て
い

る
。
現
在
の
景
気
は
内
外
の
経
済
対
策
の
効

果
を
主
因
に
持
ち
直
し
に
転
じ
つ
つ
あ
る
が
、

民
間
需
要
の
自
立
的
回
復
へ
の
展
望
は
依
然

見
え
な
い
」
と
慎
重
な
見
方
を
崩
さ
な
か
っ

た
。

近
畿

産
業
転
換
の
遅
れ
が

高
失
業
率
の
要
因
に

　

近
畿
地
域
の
経
済
は
依
然
低
迷
し
て
い
る

も
の
の
、
中
国
を
中
心
と
す
る
ア
ジ
ア
地
域

で
の
需
要
回
復
を
背
景
に
持
ち
直
し
の
動
き

が
続
い
て
い
る
。
輸
出
で
は
依
然
前
年
を
大

き
く
下
回
っ
て
は
い
る
も
の
の
携
帯
電
話
や

薄
型
テ
レ
ビ
向
け
の
電
子
部
品
を
中
心
に
回

復
し
つ
つ
あ
る
。
生
産
面
で
も
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
、
鉄
鋼
な
ど
で
増
加
の
動
き
が
み

ら
れ
る
。

　

だ
が
、
個
人
消
費
は
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度

や
エ
コ
カ
ー
減
税
の
効
果
で
売
れ
行
き
を
伸

ば
し
た
一
部
商
品
を
除
い
て
、
弱
い
動
き
の

ま
ま
だ
。
七―

九
月
期
の
大
型
小
売
店
販
売

額
が
前
年
同
期
比
マ
イ
ナ
ス
七
・
七
％
と
前

期
（
マ
イ
ナ
ス
七
・
二
％
）
よ
り
も
マ
イ
ナ

ス
幅
が
拡
大
し
た
。

　

雇
用
面
で
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
。
九
月

の
近
畿
二
府
四
県
の
有
効
求
人
倍
率
（
季
節

調
整
値
）
は
兵
庫
県
を
除
き
、
上
昇
し
て
い

る
。
だ
が
、「
求
人
で
増
加
し
て
い
る
の
は

パ
ー
ト
が
多
く
、
正
社
員
は
減
少
傾
向
」（
近

畿
地
域
モ
ニ
タ
ー
）
だ
。
完
全
失
業
率
（
原

数
値
）
は
六
・
二
％
と
全
国
平
均
の
五
・
三
％

を
大
き
く
上
回
る
水
準
だ
。

　

近
畿
財
務
局
は
そ
の
要
因
と
し
て
、
産
業

構
造
の
転
換
の
遅
れ
を
指
摘
す
る
。
近
畿
は

需
要
の
低
迷
に
よ
り
雇
用
者
数
が
減
少
し
て

い
る
繊
維
、
金
属
と
い
っ
た
生
活
関
連
型
や

基
礎
素
材
型
の
企
業
が
高
い
比
率
を
占
め
る
。

一
方
、
雇
用
吸
収
力
の
大
き
い
加
工
組
立
型

産
業
の
比
率
は
低
い
。
一
定
の
雇
用
が
期
待

さ
れ
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
も
関
東
に
集
中
し

て
お
り
、
労
働
需
要
を
生
み
出
す
に
至
ら
な

い
。
こ
う
し
た
傾
向
は
特
に
若
者
の
失
業
率

を
押
し
上
げ
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

近
畿
は
個
人
企
業
や
中
小
零
細
企
業
が
集
積

し
て
お
り
、
倒
産
件
数
も
増
え
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
企
業
の
事
業
主
や
従
業
員
は
一
般
的

に
年
齢
が
高
く
、
再
就
職
が
難
し
い
こ
と
も

失
業
率
を
悪
化
さ
せ
る
要
因
の
ひ
と
つ
だ
。

　

今
後
の
雇
用
見
通
し
に
つ
い
て
、
近
畿
地

域
モ
ニ
タ
ー
は
「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
や

製
造
派
遣
の
禁
止
な
ど
先
行
き
の
雇
用
制
度

に
不
安
要
素
が
強
い
た
め
、
当
面
、
企
業
は

正
社
員
の
採
用
に
慎
重
に
な
る
」
と
み
て
い

る
。

　

そ
ん
な
中
、
雇
用
創
出
へ
期
待
が
寄
せ
ら

れ
る
の
が
今
後
、
成
長
産
業
と
し
て
見
込
ま

れ
る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
企
業
だ
。

ジ
ー
エ
ス
・
ユ
ア
サ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
本
社
・
京
都
府
）
は
五
○

○
億
円
を
投
じ
て
、
滋
賀
県
栗
東
市

に
電
気
自
動
車
向
け
と
な
る
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
工
場
を
新
設
。
二
○

一
一
年
夏
か
ら
の
稼
働
を
目
指
し
て

い
る
。
ま
た
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
Ｌ

Ｅ
Ｄ
電
球
を
使
っ
た
家
庭
用
電
球
の

市
場
に
参
入
す
る
こ
と
を
決
め
た
ほ

か
、
関
西
の
中
堅
・
中
小
企
業
に
も

製
造
装
置
や
材
料
部
品
の
製
造
に
進
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出
す
る
動
き
が
相
次
い
で
い
る
と
い
う
。
一

一
月
か
ら
は
電
力
会
社
に
よ
る
余
剰
電
力
の

買
い
取
り
額
が
二
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
な
ど
を
追
い
風
に
し
て
、
三
洋
電
機
と

シ
ャ
ー
プ
が
太
陽
電
池
の
量
産
に
し
の
ぎ
を

削
っ
て
い
る
。

　

近
畿
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
こ
う
し
た
動
き
に

つ
い
て
「
関
西
に
は
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
企
業
が
多
い
。
と

く
に
電
気
自
動
車
に
欠
か
せ
な
い
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
や
家
庭
用
の
エ
コ
家
電
と
し
て

注
目
さ
れ
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
エ
コ
家
電
の

代
表
と
し
て
液
晶
テ
レ
ビ
へ
の
活
用
が
期
待

さ
れ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
そ
し
て
、
ア
ジ
ア
向
け
に

需
要
が
増
加
す
る
水
処
理
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
に

お
い
て
、
関
西
の
関
連
企
業
の
増
産
や
設
備

投
資
、
新
事
業
参
入
の
動
き
が
活
発
化
し
て

い
る
」
と
み
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
の
動
向

に
つ
い
て
「
こ
れ
ら
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
ビ
ジ
ネ
ス
は
技
術
開
発
や
用
途
拡
大
と
と

も
に
産
業
の
す
そ
野
が
拡
大
し
、
今
後
、
関

西
の
景
気
浮
揚
だ
け
で
な
く
、
雇
用
を
吸
収

す
る
原
動
力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
期

待
を
寄
せ
る
。

中
国

自
動
車
産
業
で
雇
用
の
動
き

　

中
国
地
域
の
景
気
は
下
げ
止
ま
り
の
状
況

の
な
か
、
一
部
で
持
ち
直
し
の
動
き
を
み
せ

は
じ
め
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
中
国
地
域

モ
ニ
タ
ー
は
「
エ
コ
カ
ー
減
税
な
ど
政
府
の

景
気
刺
激
策
や
輸
出
相
手
国
の
経
済
対
策
に

よ
っ
て
、
自
動
車
や
家
電
の
生
産
が
持
ち
直

し
、
そ
こ
か
ら
波
及
す
る
か
た
ち
で
電
子
部

品
や
鉄
鋼
の
生
産
も
回
復
し
て
い
る
」
こ
と

を
あ
げ
た
。
中
国
地
域
の
九
月
の
鉱
工
業
生

産
指
数
（
確
報
値
）
を
み
る
と
、前
月
比
四
・

一
％
上
昇
の
九
○
・
四
と
な
り
、
六
カ
月
連

続
の
上
昇
。
一
○
月
に
は
一
般
機
械
や
輸
送

機
械
（
自
動
車
）
な
ど
の
生
産
減
を
受
け
、

前
月
比
一
・
二
％
低
下
の
八
八
・
四
（
速
報

値
）
と
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
も
の
の
電
子
部

品
・
デ
バ
イ
ス
工
業
、
情
報
通
信
機
械
工
業

な
ど
は
上
昇
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
回
復
基
調
に
あ
る
と
は
い
え
、
生

産
水
準
は
依
然
と
し
て
低
い
ま
ま
だ
。
個
人

消
費
に
つ
い
て
も
普
通
乗
用
車
、
小
型
乗
用

車
の
販
売
台
数
が
八
月
、
九
月
と
二
カ
月
連

続
で
前
年
を
上
回
る
な
ど
一
部
に
持
ち
直
し

の
動
き
が
み
ら
れ
る
以
外
は
低
調
で
推
移
す

る
。
中
国
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
「
今
後
も
持
ち

直
し
が
続
く
可
能
性
は
高
い
も
の
の
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の
水
準
に
戻
る
ま
で
に

は
相
当
な
時
間
が
必
要
」
と
み
て
い
る
。

　

雇
用
情
勢
で
は
、
エ
コ
カ
ー
購
入
者
へ
の

優
遇
策
に
よ
る
需
要
回
復
を
受
け
、
自
動
車

業
界
で
減
産
の
緩
和
、
休
業
日
の
廃
止
や
残

業
再
開
な
ど
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に

伴
い
、
昨
年
秋
以
降
に
急
減
さ
せ
た
非
正
規

労
働
者
を
再
び
雇
用
す
る
動
き
も
出
始
め
た
。

三
菱
自
動
車
水
島
製
作
所（
岡
山
県
倉
敷
市
）

で
は
電
気
自
動
車
「
ア
イ
・
ミ
ー
ブ
」
の
量

産
体
制
に
備
え
る
た
め
、
今
年
三
月
末
で
ゼ

ロ
に
し
て
い
た
期
間
従
業
員
を
三
○
○
人
採

用
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
動
き
に
つ
い

て
、
中
国
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
「
初
回
募
集
時

に
四
○
人
の
枠
に
約
二
○
○
人
が
応
募
す
る

な
ど
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
改
善
さ
れ
て
い
な
い

が
、
局
所
的
な
雇
用
回
復
は
始
ま
り
つ
つ
あ

る
」
と
し
つ
つ
も
「
自
動
車
産
業
の
雇
用
回

復
が
部
品
メ
ー
カ
ー
や
素
材
メ
ー
カ
ー
に
波

及
す
る
に
は
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
る
。
し

か
も
非
正
規
労
働
者
が
再
び
雇
用
の
調
整
弁

に
な
る
可
能
性
は
高
く
、
正
社
員
を
希
望
し

な
が
ら
も
余
裕
が
な
い
た
め
に
前
職
へ
の
再

雇
用
を
求
め
る
傾
向
が
強
く
、
ミ
ス
マ
ッ
チ

の
解
消
に
は
つ
な
が
ら
な
い
」
と
慎
重
な
見

方
を
崩
し
て
い
な
い
。

　

現
に
一
○
月
の
中
国
五
県
の
有
効
求
人
倍

率
（
季
節
調
整
値
）
は
○
・
五
五
で
前
月
か

ら
○
・
一
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
も
の
の
横
ば

い
に
近
い
状
態
で
の
推
移
し
て
お
り
、
厳
し

い
状
況
に
は
変
わ
り
な
い
。

　

深
刻
な
の
は
来
春
高
校
卒
業
予
定
者
の
就

職
内
定
率
が
急
速
に
悪
化
し
て
い
る
こ
と
だ
。

一
○
月
末
現
在
広
島
五
九
・
六
％
、
岡
山
六

三
・
五
％
、
山
口
七
一
・
一
％
、
鳥
取
五
三
・

五
％
、
島
根
六
五
・
○
％
と
い
ず
れ
も
低
水

準
だ
。
特
に
広
島
と
島
根
で
は
前
年
同
期
比

の
下
落
幅
が
統
計
の
あ
る
一
九
九
○
年
以
降

最
大
と
な
っ
た
。中
国
地
域
モ
ニ
タ
ー
は「
過

去
数
年
間
の
景
気
拡
大
局
面
で
は
『
高
卒
者

の
奪
い
合
い
』
も
み
ら
れ
た
だ
け
に
、
若
年

失
業
者
の
増
加
が
今
後
地
域
の
大
き
な
問
題

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
の
見
方
を
示
し

て
い
る
。

四
国

約
四
割
の
企
業
が

来
期
も
雇
用
調
整
を
実
施

　

四
国
地
域
の
景
気
は
全
体
的
に
依
然
低
水

準
な
が
ら
も
下
げ
止
ま
っ
て
い
る
。
九
月
の

鉱
工
業
生
産
指
数（
季
節
調
整
値
）は
九
六
・

一
と
な
り
、
二
カ
月
連
続
で
上
昇
し
た
。
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
よ
り
需
要
増

と
な
っ
た
医
薬
品
や
電
気
機
械
、
食
料
品
な

ど
全
一
五
業
種
の
う
ち
九
業
種
が
前
月
に
比

べ
て
上
昇
し
た
。
し
か
し
、
前
年
同
月
比
で

み
る
と
一
二
カ
月
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

て
お
り
、
本
格
的
な
回
復
に
は
ほ
ど
遠
い
。

　

個
人
消
費
も
全
体
的
に
弱
い
動
き
だ
。
大

型
小
売
店
で
は
衣
料
品
や
高
級
品
の
不
振
に

加
え
、
天
候
不
順
の
影
響
な
ど
に
よ
り
飲
料

を
中
心
と
し
た
食
料
品
も
振
る
わ
な
い
。
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
販
売
額
も
消
費
マ

イ
ン
ド
の
冷
え
込
み
か
ら
低
下
傾
向
に
あ
る
。

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
や
エ
コ
カ
ー
減
税
と

い
っ
た
政
府
の
景
気
刺
激
策
の
効
果
で
一
部

家
電
製
品
や
環
境
対
応
車
の
販
売
は
伸
び
て

い
る
も
の
の
地
域
全
体
の

景
気
を
底
上
げ
す
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　

四
国
地
域
モ
ニ
タ
ー
が

所
属
す
る
四
国
経
済
連
合

会
が
発
表
し
た
九
月
の
景

気
動
向
調
査
の
結
果
で
も

七―

九
月
期
の
景
気
を

「
低
迷
・
底
ば
い
」
ま
た

は
「
下
降
」
と
み
る
企
経

営
者
の
割
合
は
八
九
％
と

な
り
、前
回
調
査（
六
月
）

の
九
四
％
か
ら
小
幅
な
改

善
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
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ま
た
、
一
○―

一
二
月
期
の
景
気
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
良
く
な
る
」
と
み
る
企
業
が
八
％

な
の
に
対
し
、「
悪
く
な
る
」
が
一
六
％
、「
変

わ
ら
な
い
」
が
七
六
％
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
四
国
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
来
期
の
見
通

し
を
「
横
ば
い
」
と
判
断
し
た
。

　

雇
用
情
勢
で
は
、
九
月
の
四
国
四
県
の
有

効
求
人
倍
率
（
季
節
調
整
値
）
が
○
・
五
四

倍
で
前
月
よ
り
○
・
○
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

一
七
カ
月
ぶ
り
に
前
月
を
上
回
っ
た
。
し
か

し
、
新
規
学
卒
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
を
除
く
一

般
新
規
求
人
数
を
み
る
と
、
製
造
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
で
前
年
を
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
全

産
業
で
は
前
年
同
月
比
一
六
・
九
％
減
と
な

り
、
二
三
カ
月
連
続
で
前
年
を
下
回
っ
て
い

る
。

　

今
後
の
先
行
き
も
不
透
明
だ
。
前
述
の
景

気
動
向
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
○―

一
二
月
期

に
雇
用
調
整
を
予
定
す
る
企
業
の
割
合
は
三

七
％
。
昨
年
一
一
月
に
は
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

大
手
の
穴
吹
工
務
店
（
高
松
市
）
が
会
社
更

生
法
の
適
用
を
申
請
し
、
事
実
上
経
営
破
綻

し
た
。
経
営
再
建
に
伴
い
、
関
連
会
社
で
は

七
○
人
程
度
の
人
員
削
減
を
行
う
こ
と
を
決

め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
四
国
の
雇
用
情
勢
が

さ
ら
な
る
雇
用
状
況
の
悪
化
も
懸
念
さ
れ
る

と
こ
ろ
だ
。

　

一
方
で
雇
用
増
に
つ
な
が
る
動
き
も
み
ら

れ
る
。
国
内
で
生
産
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

用
ワ
ク
チ
ン
全
体
の
約
四
分
の
一
を
担
う
財

団
法
人
阪
大
微
生
物
研
究
会
で
は
、
新
型
イ

ン
フ
ル
用
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
体
制
を
増
強
す

る
た
め
、
三
五
○
億
円
を
投
じ
て
観
音
寺
研

究
所
（
香
川
県
観
音
寺
市
）
に
新
工
場
を
設

立
す
る
。
現
在
、
半
年
で
最
大
一
○
○
○
万

人
分
を
製
造
し
て
い
る
が
、
半
年
で
六
○
○

○
万
人
分
を
供
給
で
き
る
体
制
に
す
る
。
工

場
の
増
強
に
と
も
な
い
、
二
〇
一
四
年
ま
で

に
一
八
○
人
の
雇
用
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
。

九
州

生
産
設
備
拡
大
が

雇
用
回
復
の
カ
ギ
に

　

九
州
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
第
３
四
半
期
の
景

気
に
つ
い
て
「
前
期
よ
り
も
さ
ら
に
持
ち
直

し
の
動
き
が
鮮
明
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
各
種

指
標
を
み
る
か
ぎ
り
、
持
ち
直
し
か
ら
回
復

局
面
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
み
え

る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

景
気
持
ち
直
し
の
け
ん
引
役
と
な
っ
て
い

る
の
が
生
産
活
動
の
回
復
だ
。
七―

九
月
期

の
鉱
工
業
生
産
指
数
は
前
期
を
一
○
・
七
％

上
回
る
九
一
・
九
と
な
り
、
底
だ
っ
た
一―

三
月
期
か
ら
二
七
・
六
％
上
昇
し
て
い
る
。

経
済
対
策
の
効
果
や
海
外
需
要
の
回
復
か
ら

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
や
自
動
車
の
生
産
が

増
加
し
て
お
り
、
そ
の
動
き
は
鉄
鋼
や
化
学

に
も
広
が
っ
て
い
る
。
新
日
本
製
鐵
八
幡
製

鉄
所
（
北
九
州
市
）
で
は
自
動
車
な
ど
の
在

庫
調
整
が
進
ん
だ
こ
と
や
中
国
向
け
の
輸
出

量
が
伸
び
た
こ
と
か
ら
七―

九
月
期
の
鋼
材

生
産
量
が
四―

六
月
期
に
比
べ
て
、
四
○
％

増
と
な
っ
た
。
前
年
同
期
と
比
べ
て
も
九
割

強
の
水
準
ま
で
回
復
し
て
い
る
。

　

も
う
一
方
の
け
ん
引
役
で
あ
る
個
人
消
費

に
つ
い
て
、
同
モ
ニ
タ
ー
は
「
政
策
効
果
や

シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
の
効
果
に
よ
り
、
引
き

続
き
堅
調
に
推
移
し
た
」
と
み
る
。
八
月
の

消
費
支
出
（
二
人
以
上
全
世
帯
）
は
前
年
比

一
・
六
％
増
、
九
月
は
三
・
九
％
増
と
な
り
、

二
カ
月
連
続
で
前
年
を
上
回
っ
た
。

　

公
共
事
業
請
負
額
も
二
○
○
九
年
度
当
初

予
算
や
第
一
次
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た

公
共
事
業
が
本
格
化
し
た
こ
と
で
大
幅
に
増

加
し
た
。

　

九
月
の
有
効
求
人
倍
率
（
季
節
調
整
値
）

は
○
・
三
八
倍
で
前
月
よ
り
○
・
○
一
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
、
二
年
五
カ
月
ぶ
り
に
改
善
し

た
。
新
規
求
人
数
に
つ
い
て
も
七―

九
月
期

は
前
年
同
月
比
一
○
・
○
％
減
、
新
規
求
職

者
数
は
同
一
四
・
八
％
増
と
な
る
な
ど
急
速

な
雇
用
情
勢
の
悪
化
は
よ
う
や
く
底
打
ち
の

き
ざ
し
が
表
れ
は
じ
め
た
。

　

九
州
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
「
経
済
対
策
の
効

果
に
よ
り
生
産
の
持
ち
直
し
が
続
く
自
動
車

や
半
導
体
な
ど
一
部
の
製
造
業
で
は
休
止
し

て
い
た
工
場
・
設
備
の
再
稼
働
や
休
日
出
勤

を
再
開
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
お
り
、
い
ま

だ
水
面
下
に
あ
る
も
の
の
製
造
業
に
け
ん
引

さ
れ
る
か
た
ち
で
所
定
外
労
働
時
間
の
減
少

幅
も
縮
小
傾
向
に
あ
る
」
と
雇
用
の
現
状
を

分
析
す
る
。
だ
が
、
日
本
銀
行
福
岡
支
店
の

「
企
業
短
期
経
済
観
測
調
査
（
九
州
・
沖
縄

短
観
）」
に
よ
れ
ば
、
九
月
の
製
造
業
の
雇

用
人
員
Ｄ
Ｉ
（「
過
剰
」―

「
不
足
」）
は
二

六
と
な
り
、
雇
用
過
剰
感
は
解
消
し
て
な
い

状
況
だ
。
住
宅
関
連
な
ど
売
り
上
げ
低
迷
が

続
く
業
種
で
は
工
場
の
統
廃
合
が
続
く
。
建

材
メ
ー
カ
ー
大
手
の
Ｙ
Ｋ
Ｋ　

Ａ
Ｐ
（
東
京

都
）
で
は
大
分
と
福
岡
の
両
工
場
の
設
備
や

ラ
イ
ン
を
九
州
事
業
所
（
八
代
市
）
に
集
約

す
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
大
分
工
場
（
大
分
市
）

の
水
栓
金
具
の
生
産
規
模
を
四
割
縮
小
し
、

小
倉
第
二
工
場
（
北
九
州
市
）
に
集
約
す
る
。

こ
れ
ら
の
再
編
成
に
と
も
な
っ
て
非
正
規
職

員
を
中
心
に
多
数
の
離
職
者
が
発
生
す
る
見

込
み
だ
。

　

九
州
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
「
こ
れ
ま
で
九
州

の
雇
用
人
員
の
過
不
足
は
生
産
設
備
の
過
不

足
と
ほ
ぼ
パ
ラ
レ
ル
に
推
移
し
て
き
た
こ
と

か
ら
、
雇
用
の
本
格
的
回
復
に
は
設
備
投
資

の
拡
大
が
不
可
欠
だ
」
と
強
調
す
る
。

　

し
か
し
、
民
間
企
業
設
備
投
資
は
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。
七―

九
月
期
の
九
州

の
非
居
住
用
建
築
着
工
物
床
面
積
は
前
年
度

同
期
比
三
八
・
九
％
減
と
四
期
連
続
の
二
ケ

タ
減
と
な
っ
た
。
日
本
銀
行
福
岡
支
店
に
よ

る
「
企
業
短
期
経
済
観
測
調
査
（
九
州
・
沖

縄
短
観
）」
九
月
調
査
で
も
生
産
・
営
業
用

設
備
判
断
Ｄ
Ｉ
（「
過
剰
」―

「
不
足
」）
は

二
六
と
な
り
、
前
回
調
査
よ
り
三
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
た
も
の
の
、
設
備
過
剰
感
は
依
然
高

止
ま
り
し
て
い
る
状
況
だ
。

　
「
自
動
車
や
半
導
体
関
連
企
業
の
進
出
が

続
き
、
増
加
基
調
で
推
移
し
て
き
た
九
州
・

山
口
の
工
場
立
地
件
数
も
○
九
年
上
半
期

（
速
報
値
）
は
四
八
件
と
半
期
別
の
統
計
を

取
り
始
め
た
一
九
八
○
年
以
降
、
最
低
の
水

準
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
外
需
主
導
に
よ

り
生
産
は
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
設
備
投

資
の
増
額
に
波
及
す
る
ま
で
に
は
い
た
っ
て

お
ら
ず
、
民
間
設
備
投
資
の
回
復
の
見
通
し

は
立
て
に
く
い
状
況
に
あ
る
」（
同
地
域
モ
ニ

タ
ー
）。

（
調
査
・
解
析
部　

米
島
康
雄
）


